
　旧暦の１月７日（２月１３日）早朝、白沢地区の八幡社で「山の神祭り」が行
われ、わらで編んだ“ツト”を神社拝殿前の縄にかけて「山の神の頂栄さ無
事息災に頂栄さ・・・」と唱え、一年の豊作や健康を祈りました。 
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主な内容 

後期高齢者医療制度 

本人確認に協力を 

祭りばやしが聞こえる 

あぐいぶらり旅 

ページ 

　４月から始まる７５歳以上の高齢者を
対象とした新しい医療制度を紹介。 

　住民福祉課・税務課で証明書などを発行す
る際に、免許証などで本人確認を行います。 

　町指定文化財の５台の山車を紹介する
シリーズ。今回は宮津北組山車を紹介。 

　春の訪れとともに知多四国霊場は多く
の人でにぎわう。しかし、残念なことが…。 

□ １１ 

□ 8

□ 4
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老
人
医
療
費
が
年
々
増
大
す
る
中
、
現

役
世
代
と
高
齢
者
世
代
も
負
担
を
明
確
化

し
、
公
平
で
分
か
り
や
す
い
制
度
と
す
る

た
め
に
、
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
に
新
し
い
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
七
十
五
歳
（
一
定
の
障
害
が

あ
る
と
認
定
さ
れ
た
方
は
六
十
五
歳
）
以

上
の
方
は
国
民
健
康
保
険
や
会
社
の
健
康

保
険
な
ど
の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
な

が
ら
、「
老
人
保
健
制
度
」
で
医
療
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
四
月
か
ら
は
こ
れ
ま
で
加

入
し
て
い
た
医
療
保
険
制
度
を
抜
け
て
、

新
た
に
独
立
し
た
医
療
保
険
制
度
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

○平成２０年３月まで 

●平成２０年４月から 

○国民健康保険組合などの被扶養者だった方も 
　被保険者です 

老 人 保 健 制 度  
７５歳以上の国民健康 
保険被保険者 

７５歳以上の会社の健康保険、共済
組合、船員保険などの被保険者およ
び被扶養者 

一定の障害があると
認定された６５歳以上
の人 

７５歳（一定の障害が
あると認定された人
は６５歳）以上の人 

保険証は１人
に１枚交付さ
れます。 

　後期高齢者医療制度は、すべての７５歳（一定の障害があると認定された人は６５歳）
以上の人が加入し、都道府県ごとに設置されている後期高齢者医療広域連合と市区町
村が協力して運営します。 

被保険者と広域連
合との橋渡し的役割
を担います。 
●保険料の徴収 
●申請や届け出の
　受け付け 
●保険証の引き渡
　しなどの窓口業務
　を行います。 

都道府県単位ですべての市区町村が加入します。
後期高齢者医療制度を運営する保険者となります。 
●保険料の決定 
●医療を受けたときの給付 
●保険証の交付などを行います。 

保険証の提示 
医療費の窓口負担 

（１割または３割負担） 

後期高齢者医療制度  
７５歳以上の人および一定の障害があると認定された６５歳以上の人すべてが、 

後期高齢者医療制度の被保険者 

　７５歳（一定の障害があると認定された方は６５歳）以上の方はすべて
住んでいる市区町村が加入している広域連合の運営する後期高齢者
医療制度の被保険者となります。 
　これまで国民健康保険や会社の健康保険などの被保険者だった方、
会社の健康保険や共済組合、船員保険の被扶養者だった方も後期高齢
者医療制度の被保険者となります。 

○新しい保険証が交付されます 
　後期高齢者医療制度の被保険者には、新しい
後期高齢者制度独自の保険証を一人に一枚交付
します。老人保健制度で交付していた医療受給者
証は廃止されます。 
　新しい保険証には自己負担割合が記載されて
いますので医療を受けるときは必ず提示してく
ださい。 

広域連合の区域内である市区町村に住む 

被保険者 医療機関 

診　療 

●１都道府県に１つ設置 
●全市区町村が加入 

被保険者からの届け出
事項などの情報提供 市区町村 広域連合 

保険証の交付 

保険証の 
引き渡し 

保険料 
の納付 

医療費 
支払い 

医療費 
請求 

７５歳以上の人 ７５歳の 
誕生日当日 

広域連合の認定を受けた日 
６５歳以上の一定の障害
がある人で、広域連合
の認定を受けた人 

対象となる日 誕生日が 
５月１日の人 

５月１日 
から適用 

誕生日が 
５月１５日の人 

５月１５日 
から適用 

例 

平成２０年４月からは、この保険
証１枚で（３月中に郵送します） 

〔見本〕 

○カードサイズ（縦５４ミリ×横８６ミリ） 

※実物とは異なる場合があります。 

７５歳以上の方は全員被保険者です 

後期高齢者医療制度のしくみ 

被扶養者 

被保険者 

７５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
対
象 

新
医
療
制
度
に
変
わ
り
ま
す 
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　老人保健制度では、被保険者が加入している医療保険にそれぞれ保険料（税）を納付したり、会社の健康保険などの被
扶養者は保険料負担がなかったりしましたが、後期高齢者医療制度では被保険者全員が保険料を納めることになります。 

○原則年金から天引きされます 

○保険料の決まり方 

○被扶養者の保険料免除・軽減 ○低所得者の軽減措置 

※　介護保険料と合わせた保険料額が年金額の２分の１を超える場合は個別に納めることになります。 
※　会社の健康保険などの被保険者本人だった方は、平成２０年４月から９月までの半年間、保険料は個別に納めることになります。 

　保険料は「均等割額」と「所得割額」を合計して個人ごとに計算されます。
均等割額と所得割率は広域連合で決められます。 

※　保険料の詳細は広報「あぐい」３月１５日号で紹介します。 

　保険料の均等割額が世帯の所得水準にあわせて、７割・５割・２割軽減されます。 

保険料は被保険者全員が納めることになります 

　後期高齢者の医療費にかかる費用のうち、医療機関で支払う窓口負担を除いた分を、公費（国、都道府県、市区町村）が約５割を負担、現役世代からの支援（若年
者の保険料）が約４割を負担し、残りの１割を高齢者の方に納めてもらう保険料で負担します。 

保険料は後期高齢者医療制度の大切な財源です 

　後期高齢者医療制度では、被保険者の方が病気やけがで医者にかかったときの医療費など次のような給付が受けられます。 

○　病気やけがの診療を受けたとき（療養の給付） 
　一　般　　１割　　　現役並み所得者　　３割 
○　入院したときの食事代（入院時食事療養費の支給） 
　　入院したときの食事代のうち、１食分として定められた費用を自己負担
すれば、残りの費用は入院時食事療養費として広域連合が負担します。 
○　いったん全額自己負担したとき（療養費の支給） 
　　急病などで保険証を持たずに医者にかかったときや、コルセットなどの
医療用具を購入したときなどは、いったん全額自己負担しますが、後から申
請して認められると自己負担分以外が療養費として支給されます。 
○　１カ月に支払った自己負担額が高額になったとき（高額療養費の支給） 
　　１カ月に支払った医療費の自己負担額が定められた限度額を超えた場合
は、申請して認められると限度額を超えた分が高額療養費として支給され
ます。入院時は限度額までの窓口負担となります。 

○　高額医療・高額介護合算制度 
　　介護サービスの利用料と医療費の自己負担額の合算が高額になったときは、
設定された限度額を超えた分が支給されます。 
○　訪問看護サービスを受けたとき（訪問看護療養費の支給） 
　　主治医の支持で訪問看護を利用したときは１割の自己負担（現役並み所得
者は３割負担）となります。 
○　緊急の入院や転院で移送が必要になったとき（移送費の支給） 
　　やむを得ない理由で、医者が認めた入院、転院などで移送の費用がかかっ
たとき、広域連合が必要と認めた場合に移送費が支給されます。 
○　保険外の療養を受けたとき（保険外併用療養費の支給） 
　　保険が適用されない、厚生労働大臣が定める先進医療などの療養を受ける
とき、一定の条件を満たした療養であれば、一般的な診療部分（診察・検査・投薬・
入院など）は自己負担分を除き、保険外併用療養費として広域連合が負担します。 
※　後期高齢者医療制度は広域連合が運営しますが、申請や届け出の受け付け
などの窓口業務は役場保険課が行います。 

後期高齢者医療制度で受けられる給付 

（７５歳以上の人および一定の障害
があると認定された６５歳以上の人） 

被保険者 

（国保、会社の健康保険など）の被
保険者（０歳以上７５歳未満の人） 

各医療保険 

年金が 
年額１８万円 
以上の人 

年金からの天引き 
（特別徴収） 

年金が 
年額１８万円 
未満の人 

個別に納めます 
（普通徴収） 

所得割  
保険料  免　除  

免　除  

免　除  

９割軽減 
（１割負担） 

免　除  

５割軽減 

（５割負担） 
均等割  
保険料  

※賦課限度額が 
　設けられています。 

被保険者１人当たり 
いくらと計算 

被保険者の所得に 
応じて計算 

均等割額 所得割額 保険料 
＝ ＋ 

軽減割合　　　　　世帯（被保険者および世帯主）の総所得金額等 

７割軽減 
５割軽減 
 
２割軽減 

【基礎控除額（３３万円）】を超えない世帯 
【基礎控除額（３３万円）＋２４.５万円×世帯の被保険者数（被保険 
者である世帯主を除く）】を超えない世帯 
【基礎控除額（３３万円）＋３５万円×世帯の被保険者数】を超えな 
い世帯 

※税制改正により基礎控除額等は今後変更される場合があります。 

窓口負担分  

高齢者の保険料 
１割 

後期高齢者支援金 
若年者の保険料 
約４割 

　国：都道府県：市区町村 
＝４：　　１　　：　　１ 

公費 
（約５割） 

（　　　　　　）  
医療保険者 

（国保、会社の健康保険など） 

社会保険診療 
報酬支払基金 

口座振替・銀行振込など 

年金から天引き 

後期高齢者の心身の特性に応じた医療サービス 

保険料 

保険料 

一括納付 

交付 

保
険
料 

保
険
料 

納付
書 

年　金 

保険料 

平成２０年４月～９月まで 平成２０年１０月～ 
　　平成２１年３月まで 

（被保険者の資格を 
　　　　得てから２年間） 

後期高齢者医療制度 後期高齢者医療制度 

□問い合わせ先　保険課医療年金係　�（４８）１１１１（内２５７・２１７）
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　平成２０年４月１日から、住民票・印鑑証明書・所得証

明書など申請の際に、運転免許証などの書類を提示し

ていただき、本人確認を行います。

　本人になりすました第三者が証明書などを不正に取

得することを防ぎ、大切な個人情報を保護するために

行うものです。ご協力をお願いします。

住民福祉課・税務課窓口で住民福祉課・税務課窓口で
本人確認できる書類を提示してください本人確認できる書類を提示してください

対象となる証明
■住民票・戸籍関係証明書
・　住民票の写し・住民票の除票・住民票の記載事項証明書
・　全部（個人）事項証明（戸籍謄抄本）・戸籍の附票・除籍謄抄本・原戸籍謄抄本・戸籍の記載事項証明書・
身分証明書・不在住証明書・不在籍証明書・受理証明書
・　印鑑登録証明書
・　登録原票記載事項証明書など

■町税関係証明書
・　所得証明書・課税証明書・納税証明書（軽自動車の継続検査用は除く）
・　評価証明書・公課証明書など

確認書類の種類
①　官公署発行の顔写真付きの書類など（有効期限のあるものは期限内のもの）
・　運転免許証・住民基本台帳カード・旅券（パスポート）・外国人登録証明書・身体障害者手帳など

②　官公署発行の顔写真のない書類など（有効期限のあるものは期限内のもの）
・　健康保険証・老人医療証・公的年金手帳（受給者証）・生活保護証明など

③　通常本人が所有している書類などで氏名などの記載があるもの（書類の提示のほか、本人に関する質問をさせ
ていただきます）
・　キャッシュカード・クレジットカード・社員証・学生証など

※　今まで本人確認を行っていた手続きも引き続き本人確認を行います。(住民異動届は①または②、戸籍届出は
①、印鑑登録申請は①で確認をします。)

※　申請資格のない代理人が申請される場合は、委任状と代理人本人であることを確認できる書類が必要です。

□問い合わせ先
　住民福祉課戸籍住民係 �（４８）１１１１（内２２４・２２５）
　税務課住民税係�（４８）１１１１（内２２０・３０２）固定資産税係 （内２１８・２３１）

証明書申請時の本人確認に協力を 証明書申請時の本人確認に協力を 証明書申請時の本人確認に協力を 
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８１ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

　防災行政無線が聞き取りにくい場合
は�（４８）７０３０へ問い合わせてくださ
い。最新のメッセージを聞くことがで
きます。

民生委員・児童委員 

阿久比町 

情報提供 

情報共有 

状況の確認 

名簿登録 

情報提供 

自主防災会 

半田消防署 
阿久比支署 

救急・救助業務に 
おける把握 

状況の確認 
避難支援 

平常時 

災害時 

災害時要援護者 
（名簿登録者） 

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆ ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

Ｑ　

介
護
認
定
が
三
以
下
の
た
め
、
対
象

者
に
該
当
し
な
い
が
、
制
度
を
利
用
し
た

い
。
登
録
申
請
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ　

要
綱
で
要
援
護
者
の
定
義
を
定
め
ま

し
た
。
基
本
的
に
単
独
で
は
行
動
す
る
の

が
困
難
で
、
日
常
的
に
身
の
回
り
の
生
活

で
何
ら
か
の
支
援
を
必
要
と
す
る
方
で
す
。

行
政
と
し
て
一
人
で
も
多
く
の
方
に
必
要

な
支
援
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

「
要
介
護
三
以
上
」
と
い
う
定
義
に
つ
い

て
も
、
介
護
の
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、

同
じ
等
級
で
も
介
助
に
差
が
あ
り
ま
す
。

家
族
が
昼
中
不
在
な
ど
、
取
り
巻
く
環
境

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
制
度
の
趣
旨
を
十
分

に
理
解
し
、
名
簿
（
情
報
）
を
提
供
し
て

も
ら
え
る
方
に
つ
い
て
は
、
各
自
主
防
災

会
な
ど
の
支
援
を
で
き
る
だ
け
広
く
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
町
と
し
て
も
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ　

施
設
に
入
所
中
だ
が
申
請
は
必
要
で

す
か
。

Ａ　

施
設
の
入
所
者
は
、
施
設
の
支
援
が

受
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
入

所
中
の
旨
を
記
載
し
て
申
請
し
て
い
た
だ

く
か
、
施
設
を
退
所
し
、
自
宅
に
戻
ら
れ

た
と
き
に
申
請
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
結

構
で
す
。
申
請
の
提
出
に
期
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ　

高
齢
者
世
帯
で
す
。
現
在
は
必
要
な

い
が
、
将
来
は
地
域
の
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。
今
か
ら
名
簿
登
録
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ　

名
簿
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ　

名
簿
に
登
載
さ
れ
な
い
場
合
、
安
否

確
認
な
ど
は
さ
れ
ず
に
取
り
残
さ
れ
る
の

で
す
か
。

Ａ　

被
災
者
の
安
否
確
認
、
避
難
誘
導
は
、

町
災
害
対
策
本
部
が
中
心
と
な
っ
て
、
地

域
の
自
主
防
災
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
実

施
し
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
発
生
直
後
に

最
も
頼
り
に
な
る
の
が
、
近
隣
住
民
の
皆

さ
ん
で
あ
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。

全
町
民
の
安
否
確
認
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、過
去
の
災
害
で
は
、逃
げ
遅
れ
や
危
機

が
迫
っ
て
い
る
状
況
が
把
握
で
き
な
い
な

ど
、
要
援
護
者
が
被
災
す
る
事
例
が
全
国

で
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
要
援
護
者
の
安
否

確
認
を
最
優
先
に
行
う
た
め
に
、「
災
害
時

要
援
護
者
登
録
制
度
」を
設
け
ま
し
た
。

Ｑ　

名
簿
に
登
録
を
す
れ
ば
必
ず
助
け
て

も
ら
え
る
の
で
す
か
。

Ａ　

災
害
時
に
は
、
支
援
者
も
ど
の
よ
う

な
事
態
に
遭
遇
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

登
録
し
た
か
ら
、
災
害
時
に
必
ず
あ
な
た

の
も
と
へ
助
け
に
来
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

平
常
時
か
ら
災
害
へ
の
備
え
と
、
自
分
か

ら
周
り
の
人
々
と
良
い
関
係
を
つ
く
る
よ

う
努
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

Ｑ　

自
主
防
災
会
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

Ａ　

災
害
時
の
支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め

に
は
、
平
常
時
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
切
で
す
。
災
害
時
に
初
め
て

登
録
者
宅
を
訪
れ
て
も
、
面
識
が
無
け
れ

ば
ス
ム
ー
ズ
に
お
互
い
が
行
動
で
き
ま
せ

ん
。
平
常
時
に
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
一
緒
に
登
録
者
と
面
識
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。

○　

登
録
申
請
状
況（
二
月
十
九
日
現
在
）

対
象
者　

千
六
百
五
十
八
人
（
郵
送
分
）

名
簿
登
録
者　

七
百
六
人

　制度について、問い合わせの多かった
内容をまとめました。
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　生活習慣・学習習慣・食育研究部会で作成した「家庭、園・学校がともに育ち合うための
手引き」の中から、子育てＱ＆Ａの一部を紹介します。家庭教育の参考にしてください。 

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててて QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期子育てQ&A　乳幼児期
Ｑ　やさしい心を育てるには、どうしたらよいですか。

　小学校の先生に聞くと「入学までには、
自分の名前が読めて書ければよいでしょ
う」ということでした。小学校入学前の
時点で、字が書けないとしてもそれほど
心配ありません。
　しかし、字が書けるようになるという
ことは、やはり大切なことです。そのためには、まず字を読
めるようにすることが必要です。
　では、何をしたらよいか？例えば、子どもに絵本を読んで
あげることを薦めます。二人で絵本を見ながら読んであげれば、
子どもはきっと、そこに書かれている文字に興味をもつはずで
す。自分も読めるようになりたいと思うことでしょう。そう
なれば字を読むようになり、やがては字を書き始めるでしょう。
そうしたら、うんとほめてあげてください。　    
　字を無理に教えるよりも、遊びや生活の中で文字にかかわる
ことができるように工夫してみましょう。数にも関心がもてる
ようにしてみましょう。
（例）
＜かるた遊びをする中で＞
　「『あり』はどこにあるのかな？」
　「あった。」
　取れた子も取れなかった子も、
字を一生懸命、目で追っています。
＜生活の中で＞
　「きょうのおやつは、なあに？」
　「きょうはビスケットが３個よ」自分で数えながらおやつを
取ります。

Ｑ　小学校入学前なのに字が書けません。心配です。

□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）

　「感じる心」を育てることから始めましょう。
　「感じる心」を育てるためには
①　子どもは、毎日の生活の中でいろいろなことを感じ、それを自分なり
に表現しています。子どもが感じたことを一緒に感じたり、受け止めた
りしましょう。
②　小動物の死、失敗経験、人とのかかわりの中で思い通りにならない体
験など、悲しい、寂しい、つらいことも、感じる心を育てる大切な経験で
す。それらを乗り越えていくことができるように、子どもの気持ちに
　寄り添い、支えてあげましょう。

　「やさしい心」を育てるには、お腹の中に命が誕生したときから、たっぷり
の愛情を注いでください。
　愛されていると感じることのできる子どもは、誰にでも愛情をもってかか
わることができます。
　反対に誰からも愛されていると感じられない子は、自分を大切にしないば
かりか、周りの友達にも冷たく当たるようになります。

　「自分は愛されている大切な存在である」と実感できることが、生きていく上ではとても
大切なことなのです。

　絵本を読むということはとても大切です。
絵本の中で繰り広げられる物語に、手に汗を
握ることもあれば、世の中の仕組みを知るこ
ともあるでしょう。子どもにとっては、身の
周りで実際に体験すること以外に、いろいろ
な知識を得る場ともなります。少しだけでも
時間を作って、子どもに絵本を読んであげる
ようにしてください。子どもとともに過ごす時間は、あなた
にとっても、とても大切な時間のはずです。

　工夫をしている家庭からヒントをもらいましょう。
　我が家の工夫「絵本を読み聞かせる時間」

・　寝る前に読む。
・　早めに家事を済ませて、夕食後に読む時
間を作っている。

・　子どもが「読んで」と言ったときに読む。
・　保育園・幼稚園から絵本を借りてきたと
きに読む。

・　休みの日などゆっくりできるときに読む。
・　図書館に行って読む。

　子どもは絵本の読み聞かせを通して、家庭のぬくもりや愛情
を感じることができます。また、想像力や表現力が豊かにな
ります。

＜読み聞かせをするにあたっては＞
・　子どもと一緒に笑ったり驚いたりなど、共に感じながら、
　心を込めて読んであげましょう。
・　たとえひらがなが読めるようになっても、子どもが望む
　間は、読んであげましょう。

Ｑ　絵本を読んであげる時間が作れません。
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

sssssssssssssssssssssssssssssssss

sssssssssssssssssssssssssssssssss
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s
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s
s
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s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
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＜材料・分量（４人分）＞ 
トウガン１/４個、ニンジン１本、シメジ１パック、ハクサイ１/８個、ショウガ１個、水１,０００ｃｃ、豚ひき肉３００g、
だし（粉末）適量、しょうゆ適量、酒適量、みりん適量、ツナ缶１缶、水とき片栗粉適量、塩少々 

①　トウガンの皮を切り、短冊切りにする。ニンジ
ンを半月切りにする。ショウガは千切りにする。 

②　ニンジンにラップをして電子レンジで２分温める。 
③　ハクサイを重ねて切る。 
④　鍋に水とトウガンを入れ、火にかける。沸騰し
たらひき肉とショウガを入れる。 

⑤　あくが出てきたら取り除き、その後残りの
野菜を入れる（シメジはほぐして入れる）。 

⑥　調味料を加える。ツナ缶を加えて味見する。 
⑦　最後に、塩と水とき片栗粉を入れて完成。 

作り方 

PRポイント 
　たくさん野菜が食べられます。とろみも付いて
いるので食べやすいです。 

調理時間 
約３０分 
調理時間 
約３０分 

＜材料・分量（４人分）＞ 
Ａ（ジャガイモ大2個、ニンジン大１本、とり肉（もも肉）１枚、ピーマン５個、タマネギ大２個、生シイタケ１
袋、ナス２本、ズッキーニ大１本）、塩・コショウ少 、々卵６個（１人１個半くらい）、ケチャップ適量、ソース適
量、プチトマト適量、パセリ適量、青じそ適量 

①　Ａの材料を２cm角に切る。 
②　ジャガイモ、ニンジンをやわらかくなるまでゆ
で、ざるに上げておく。 

③　とり肉、ピーマン、タマネギ、生シイタケ、ナス、
ズッキーニを塩・コショウで下味をつけいためる。 

④　しんなりしたら、③をいためているフライパン
の中にジャガイモ、ニンジンを入れ一緒にいためる。 

⑤　いためた具を皿に盛る。 

⑥　卵を溶き、フライパンで薄焼きにし、⑤の
上に巻いて飾る。 

　または、卵を半熟状のオムレツにして⑤の上
にのせ、卵に切れ目を入れ広げる。 

⑦　プチトマトやパセリ、青じそを飾る。 
⑧　ケチャップとソースを混ぜ、かける。 

作り方 

PRポイント 
　野菜がたくさん食べられます。季節によって野菜を
変えて楽しめます。ソースもホワイトソース、カレーソ
ース、デミグラスソースなどいろいろ変えてみてください。 

調理時間 
約１５分 
調理時間 
約１５分 

　

昨
年
六
月
に
募
集
し
た
「
野
菜
を
た
べ

よ
う
！
わ
が
家
の
健
康
レ
シ
ピ
」
の
受
賞

作
品
の
中
か
ら
「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
賞
」

を
受
賞
し
た
松
井
勇
輝
君
（
阿
久
比
中
学

校
二
年
）
の
作
品
「
野
菜
た
っ
ぷ
り
と
う

が
ん
汁
」
と
「
す
こ
や
か
親
子
賞
」
を
受

賞
し
た
新
美
龍
位
君（
英
比
小
学
校
五
年
）

の
作
品
「
阿
久
比
の
夏
野
菜
�
パ
ラ
ダ
イ

ス
オ
ム
レ
ツ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももももももももももももももももももも
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
がががががががががががががががががががががががががががががが
考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考
ええええええええええええええええええええええええええええええ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ
でででででででででででででででででででででででででででででで

子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
レ
シ
ピ
で

料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
をををををををををををををををををををををををををををををを
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
まままままままままままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

　
　
　

料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
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江
戸
時
代
か
ら
南
組
と
北
組
に
分
か
れ
て
�
お
く
る
ま
�
を
曳
き
回
す
、
宮
津
熱
田
社

の
祭
礼
は
四
月
の
第
三
土
曜
日
と
日
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
伝
統
的
な
慣
習
を
引
き
継
ぐ

宮
津
の
祭
り
。
今
回
は 
宮  
津  
北  
組  
山  
車 
を
紹
介
し
ま
す
。

み
や 
づ 
き
た 
ぐ
み 
だ 

し

　
「 
後  
見 
に
お
も
い
っ
き
り
た
た
か
れ
て
、

こ
う 
け
ん

背
中
が
真
っ
赤
に
腫
れ
上
が
り
大
変
な

ん
っ
す
よ
」
と
宮
津
北
組
山
車
、 
後  
梶  
方 

あ
と 
か
じ 
か
た

担
当
の
若
衆
が
話
す
。

　

宮
津
地
区
熱
田
社
に
南
組
と
北
組
の

�
お
く
る
ま
�
が 
曳 
き
上
げ
ら
れ
、
境
内

ひ

で
「
せ
り
」
と
呼
ば
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
二
台
の
山
車
が

正
面
を
西
向
き
に
、
社
に
近
い
方
か
ら

「 
上 
」「 
下 
」
と
並
び
（
隔
年
で
両
組
入
れ

か
み 

し
も

替
え
）、勢
い
よ
く
前
後
に
山
車
を
曳
く
一

連
の
動
作
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
両
組
が
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
競
い
合
う
と
こ
ろ

か
ら
こ
の
儀
式
を
「
せ
り
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
仲
の
い
い 
連 
れ
も
梶
を
取
っ
て
ま
す

つ

が
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は
隣
の
組
に
負
け

た
く
な
い
か
ら
力
が
入
る
っ
す
よ
」

　

騎
手
が
馬
に
む
ち
を
入
れ
る
か
の
よ
う

に
、
梶
方
に
指
示
を
出
す
後
見
が
、
梶
棒

を
握
る
若
衆
た
ち
の
背
中
や
尻
を
た
た
き
、

気
合
を
注
入
。
軽
快
な 
囃  
子 
の
音
色
と
と

は
や 
し

も
に
、
山
車
二
台
の
せ
り
で
「
ガ
タ
ガ
タ

ガ
タ
」
と
地
響
き
が
起
こ
り
、
熱
田
社
境

内
は
砂
煙
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
る
。
祭
り

は
最
高
潮
を
迎
え
る
。

　

今
年
、
宮
津
北
組
山
車 
大 おお 
行 

ぎ
ょ
う 

司 
を
務
め

じ

る
新
海
健
一
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
の
�
お

く
る
ま
�
が
一
番
だ
と
い
う
誇
り
を
持
っ

て
ま
す
」
と
胸
を
張
る
。

　

山
車
の
顔
と
も
言
わ
れ
る
正
面
部
分
の

 
壇  
箱 
に
「
加
藤
清
正
朝
鮮
の
役
」、 
脇 

だ
ん 
ば
こ 

わ
き 

障 
し
ょ
う

 
子 
に
「

じ

 
源
頼
政
鵺
退
治 
」
の
彫
刻
が
施
さ

み
な
も
と
の
よ
り
ま
さ
ぬ
え
た
い
じ

れ
る
。
細
や
か
な
彫
刻
を
得
意
と
し
た 
瀬 せ

 
川  
治  
助  
重  
光 
の
作
品
で
安
政
七
（
一
八
六

が
わ 
じ 
す
け 
し
げ 
み
つ

〇
）
年
に
彫
ら
れ
た
記
録
が
残
る
。

　
�
幕
は
ず
し
�は
昔
か
ら
の
伝
統
を
引
き

継
ぐ
行
事
。「
か
ら
く
り
」
と
「
三
番
叟
」

の
人
形
一
式
を
、
北
組
は
青
年
会
場
、
南

組
は
旧 
鞘  
蔵 
（
山
車
を
収
納
す
る
蔵
）
跡

さ
や 
ぐ
ら

地
の
秋
葉
公
園
入
口
付
近
か
ら
梶
方
が
担

い
で
運
び
、「
せ
り
」
を
終
え
た
山
車
に

乗
せ
て
人
形
を
奉
納
す
る
。

　

北
組
山
車
の 
上  
山 
で
「 
恵  
比  
寿 
・ 
大  
黒 

う
わ 
や
ま 

え 

び 

す 

だ
い 
こ
く

と 
唐  
子 
」
の
主
題
で
か
ら
く
り
人
形
が
演

か
ら 
こ

じ
ら
れ
る
。 
人 にん 
形 

ぎ
ょ
う 
方 
が
糸
を
巧
み
に
動
か

が
た

す
。
恵
比
寿
が
鯛
を
釣
り
上
げ
、
大
黒
が

 
槌 
を
振
り
、
宝
箱
が
割
れ
て
中
か
ら
唐
子

つ
ちが

登
場
。

　

前
壇
で
は
「
三
番
叟
」
が
所
狭
し
と
踊

る
。
三
人
の
男
た
ち
に
操
ら
れ
る
人
形
の

き
め
細
か
な
手
の
動
き
に
、
観
衆
の
視
線

が
集
ま
る
。

　
「
お
く
る
ま
を
曳
く
勇
壮
な
姿
も
見
て

ほ
し
い
で
す
が
、
視
点
を
変
え
て
、
き
め

の
細
か
い
彫
り
物
と
人
形
の
繊
細
な
動
き

も
じ
っ
く
り
と
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
新

海
さ
ん
。

　

青
年
会
場
で
宮
津
北
組
山
車
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
が
祭
り
談
議
で
盛
り
上
が
る
。

　
「
祭
り
の
日
が
近
づ
い
て
く
る
雰
囲
気

が
う
れ
し
く
て
た
ま
ら
な
い
ん
だ
よ
ね
。

笛
の
練
習
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
場
面
を

想
像
す
る
ん
だ
よ
」。 
囃  
子  
方 
を
務
め
る

は
や 
し 
か
た

男
性
の
表
情
が
緩
む
。

　

次
回
は
「
宮
津
南
社
山
車
」
を
紹
介
し

ま
す
。

熱田社へ曳き込む宮津北組山車

青年会場に集まる宮津北組山車保存会のメンバー
からくり人形

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�����������	
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●自分たちが作った童話を子どもたちに聞かせる

町立図書館で活動を行う「創作童話の会しろやま」
のメンバーが、自分たちの作った童話を子どもたちに
披露しました。
２月１６日、図書館で開かれた「親子講座」では、７人
がそれぞれ創作した童話に趣向を凝らし、紙芝居や絵
本などにして子どもたちに読み聞かせました。
「子どもたちが真剣に童話を聞いてくれてうれし
かった。もっともっと親子で楽しめる作品を作ります」
と次回作に向けて抱負を話していました。

童話に聞き入る子どもたち

●高齢者が交通安全の意識を高める

２月１６日、エスペランス丸山で高齢者交通安全教室
が開かれました。
この日は阿久比、椋岡、矢口、高岡地区の老人クラ

ブ約５０人が参加して、半田警察署交通課職員の話や町
交通指導員の腹話術を見て、交通事故の悲惨さや高齢
者になると判断能力が衰えてくることなどを学びまし
た。
最後には参加者全員で「交通モラルを高め、交通ルー
ルを守ります」などの交通安全宣言を読み上げ、交通
安全に対する意識を高めました。

警察署職員の話を聞く参加者

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

矢口地区のミカン畑付近で「キツネを見ました」という情
報をいただきました。
情報を提供してくれたのは桝内勝利さん（矢口）。１月下旬

の夕方、ミカン畑付近を車で走行中、助手席にいた桝内さん
の長男陽介君（中学１年）がキツネを発見。車から降りて舌
を鳴らして手招くと、人間に対する警戒心もなく二人の近く
に寄ってきたそうです。
キツネに出会ったこの日は、月がとてもきれいだったので、

「月明かりに誘われて、人里へ降りて来たのかなあ」と親子
で大変驚いていたとのことです。
「新美南吉の代表作品『ごんぎつね』は、植大の権現山周

辺が舞台だったと言われていますから、ごんぎつねの子孫に
会えたような気がしてとてもうれしかったです。キツネがす
めるような自然に恵まれた“ふるさと阿久比”を誇りに思い
たいです」と桝内さんは話していました。　

写真提供　桝内勝利さん。“太いシッポはまさにキツネ”

陽介君の近くまで寄ってきたキツネ
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日にち　１月３１日～３月１３日　全７回
　阿久比町の歴史や文化財などを継承してもらえる
「ふるさとガイドボランティア＝郷土の語り部」の育
成を目指しています。
　教育委員会が発行したウォーキングマップ「ふれあ
いマップ史跡めぐりコース」の中にある史跡・寺社・
文化財の学習を中心に講座を進めています。
　日ごろは見過ごしてしまうような場所にもいろいろと
歴史があって、郷土の歴史の奥深さを再発見しています。

日にち　１月２２日～３月４日　全６回
場　所　中央公民館
　世界に１冊の絵本を作ろうと清水美智子さんを講師
に迎えオリジナル絵本を作る教室を開催しています。
最初は参加者の皆さんが「どんな物語にしよう」と考
え込んでいましたが、最後まで頑張ってオリジナル作
品を作りあげました。託児つき講座でしたので、自分
の子どものために作品を作っている受講者もいて、出
来あがった絵本は愛情たっぷりの絵本になりました。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるさささささささささささささささささささささとととととととととととととととととととととガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本ををををををををををををををををををををを作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろううううううううううううううううううううう」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　

お
せ
ん
ぼ
（ 
観  
音  
懺  
摩  
法  
会 
）
は
徳
川

か
ん 
の
ん 
せ
ん 

ま 

ほ
う 

え

家
康
の
生
母
於
大
の
方
の
悲
願
に
よ
り
洞

雲
院
（
坂
部
）
で
行
わ
れ
る
行
事
で
す
。

　

昭
和
二
十
二
年
ま
で
は
旧
暦
の
二
月
十

六
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

新
暦
の
三
月
十
六
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

於
大
の
方
は
享
禄
元
（
一
五
二
八
）
年

刈
谷
の
緒
川
城
主
水
野
忠
政
の
娘
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
天
文
十
（
一
五
四
一
）

年
十
四
歳
の
と
き
岡
崎
城
主
松
平
広
忠
に

嫁
ぎ
、
翌
年
竹
千
代
（
の
ち
の
家
康
）
を

産
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
政
略
に
よ
り
十

七
歳
で
離
別
、
天
文
十
六
（
一
五
四
七
）

年
二
十
歳
で
坂
部
城
主
久
松
俊
勝
に
再
嫁

し
ま
し
た
。

　

永
禄
三
（
一
五
六
〇
）
年
三
十
三
歳
の

と
き
、
十
九
歳
の
元
康
（
の
ち
の
家
康
）

と
坂
部
城
で
再
会
を
果
た
し
ま
す
。

　
�
お
せ
ん
ぼ
�は
薄
幸
な
子
元
康
に
心
を

痛
め
、
若
き
日
か
ら
の
自
分
の
苦
難
の
道

を
思
う
に
、
戦
国
の
女
の
悲
し
み
が
二
度

と
お
き
な
い
よ
う
に
と
発
心
し
、「
血
書
阿

弥
陀
経
」
を
写
経
し
て
、
法
会
を
営
ん
だ

こ
と
が
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
、
お
せ
ん
ぼ
の
日
に
な
る
と
、
洞

　

お
せ
ん
ぼ
の
は
な
し雲

院
の
門
前
や
境
内
に
は
植
木
屋
、
茶
碗

屋
、
菓
子
屋
な
ど
露
天
商
が
立
ち
並
び
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
戦
前
ま
で
は
若
い
男
女

の
見
合
い
の
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
お
せ
ん
ぼ
は
露
天
商
も
な
く
な

り
、
地
区
の
人
々
が
参
列
し
て
法
要
が
静

か
に
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
参
考　

阿
久
比
町
誌
資
料
編
八
「
民
俗

編
」）

多くの人でにぎわう洞雲院門前（昭和５０年）
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第
七
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
熊
野
神

社
」
に
立
ち
寄
る
。
境
内
奥
の
小
高
い
丘

に
酒
造
神
「
松
尾
皇
太
神
」
の
石
碑
が
立

つ
。
か
つ
て
こ
の
地
か
ら
杜
氏（
と
う
じ
）

と
呼
ば
れ
る
酒
造
り
の
職
人
が
、
全
国
各

地
に
出
掛
け
て
行
っ
た
。
杜
氏
た
ち
は
こ

の
神
社
で
美
酒
醸
造
を
祈
願
し
た
と
い
わ

れ
る
。

「
最
近
飲
み
会
に
行
く
と
、
ビ
ー
ル
よ

り
も 
熱  
燗 
に
し
た
日
本
酒
を
飲
む
ん
だ
よ

あ
つ 
か
ん

ね
」。「
だ
ん
だ
ん
と
�
お
や
じ
�
に
な
っ

て
き
ま
し
た
ね
」
と
友
人
に
言
わ
れ
た
が

返
す
言
葉
が
な
い
。

人
の
声
が
騒
が
し
い
。
第
八
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
「
安
楽
寺
」
の
山
門
前
か
ら
長

い
人
の
列
が
続
く
。
私
鉄
会
社
が
「
知
多

四
国
」
を
歩
い
て
巡
る
企
画
を
催
し
、
今

日
は
阿
久
比
町
に
あ
る
「
知
多
四
国
」
を

巡
る
日
の
よ
う
だ
。「
納
経
所
」
前
か
ら
人

の
列
が
始
ま
る
。
今
年
は
知
多
四
国
霊
場

開
創
二
百
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
、
記

念
の
朱
印
を
押
し
て
も
ら
え
る
ら
し
い
。

知
多
四
国
巡
り
の
参
加
者
に
ま
ぎ
れ
て

福
山
川
沿
い
を
歩
き
、
第
九
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
の
「
興
昌
寺
」
に
向
か
う
。

興
昌
寺
の
参
道
や
境
内
も
多
く
の
人
で

ご
っ
た
返
す
。
山
門
右
の
行
者
堂
に
知
多

四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
三
開
山
の
一
人
で

福
住
出
身
の
岡
戸
半
蔵
木
像
が
ま
つ
ら
れ

る
。文

化
六
（
一
八
〇
九
）
年
、
古
見
（
知

多
市
）
妙
楽
寺
の 
亮 

り
ょ
う 

山 ざん 
上 

し
ょ
う 

人 
の
夢
に
弘
法

に
ん

大
師
が
現
れ
「
知
多
の
地
に
霊
場
を
開
き

な
さ
い
。
協
力
者
と
し
て
二
人
の
行
者
を

遣
わ
す
」
と
告
げ
た
こ
と
が
知
多
四
国
の

始
ま
り
と
さ
れ
る
。岡
戸
半
蔵
と
讃
岐（
香

川
県
）
の 
武  
田  
安  
兵  
衛 
が
「
二
人
の
行
者
」

た
け 
だ 
や
す 
べ 

え

と
な
り
三
人
で
知
多
半
島
の
寺
を
巡
り
、

八
十
八
カ
所
の
霊
場
を
制
定
す
る
。

「
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
な
ん
で

す
か
」。行
者
堂
で
手
を
合
わ
す
名
古
屋
市

か
ら
来
た
親
子
は
岡
戸
半
蔵
の
存
在
を
知

り
驚
い
て
い
た
。
知
多
四
国
霊
場
開
創
二

百
年
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
尽
力
し
て
き
た

先
人
が
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
行
者

堂
に
目
を
向
け
ず
素
通
り
し
て
い
く
人
が

多
い
の
は
少
し
残
念
だ
。

再
び
川
沿
い
を
歩
き
、
第
十
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
「
福
住
老
人
憩
の
家
」
の
前
を

通
り
北
へ
向
か
う
。

二
人
の
会
話
が
途
切
れ
る
。
散
歩
を
す

る
犬
と
男
性
に
す
れ
違
う
。
そ
の
場
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
私
が
「
面
白
い
話
を
す
る

よ
。
さ
っ
き
の
犬
、
顔
も
白
か
っ
た
け
ど
、

し
っ
ぽ
も
白
か
っ
た
よ
ね
。
し
っ
ぽ
の
こ

と 
尾 
と
も
言
う
よ
ね
。
�
尾
�
も
白
い
で

お

『
オ
モ
シ
ロ
イ
』。ど
う
、面
白
い
話
だ
ろ
」

と
話
し
掛
け
る
。「
す
ご
い
お
や
じ
ギ
ャ
グ

で
す
ね
」
と
か
わ
さ
れ
た
。

体
力
づ
く
り
コ
ー
ス
は
先
が
長
い
。
次

号
に
つ
づ
く
。

白
沢
駅 

坂
部
駅 

⑫ 

⑬ 

⑪ 
⑭ ⑭ 

① 
⑨ 

⑧ 

② 

③ 

⑤ 
④ 

⑥ 

⑦ 

⑩ ⑩ 

八幡社 

北原 
天満宮 

宝安寺 宝安寺 

白沢グランド 

知多
半島
道路
 

高根台 
中央公園 
高根台 
中央公園 

興昌寺 興昌寺 

安
楽
寺

安
楽
寺 

熊
野
神
社

熊
野
神
社 

安
楽
寺 

熊
野
神
社 

板山グランド 

板山公民館 
ふれあいの森 ふれあいの森 

下南池 

トマトハウス 
団地 

トマトハウス 
団地 

板山長根古窯 

NTT東海総合グランド 

阿久比広域調整池 阿久比広域調整池 

英比小学校 英比小学校 

福住老人憩の家 福住老人憩の家 

上長根池 上長根池 

草木川 

阿久
比川
 興昌寺の山門と行者堂

酒造神「松尾皇太神」の石碑
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も
う
す
ぐ
春
と
云
う
の
に
、
ま
だ
寒

い
日
の
つ
づ
く
、
山
間
の
小
さ
な
村
の

で
き
ご
と
で
し
た
。

「
た
か
し
く
ー
ん
、
た
か
し
く
ー
ん
」

　

村
の
人
た
ち
が
一
日
じ
ゅ
う
さ
が
し

ま
わ
り
ま
し
た
が
、
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
三
年
生
の
ひ
ろ
子
は
、
た
か

し
く
ん
の
こ
と
を
気
に
し
な
が
ら
、
学

校
へ
行
き
ま
し
た
。

　

帰
り
道
も
、（
た
か
し
く
ん
、
見
つ

か
っ
た
か
な
あ
）
と
思
い
な
が
ら
、
県

道
か
ら
家
の
方
へ
ま
が
っ
た
時
で
し
た
。

　

ど
こ
か
ら
か
、
子
供
の
泣
き
声
が
聞

こ
え
て
き
た
よ
う
な
、
気
が
し
ま
し
た
。

（
お
や
？
）
と
思
っ
て
耳
を
す
ま
し
て
、

聞
く
と
、
た
し
か
に
子
供
の
泣
き
声
で

す
。（
も
し
や
、
た
か
し
く
ん
で
は
‥
‥
）

ひ
ろ
子
は
、
声
が
聞
こ
え
る
方
を
さ
が

し
ま
し
た
。

　

声
は
四
枚
田
の
方
か
ら
で
し
た
。
四

枚
田
は
、
同
じ
大
き
さ
の
田
ん
ぼ
が
、

四
枚
角
を
そ
ろ
え
て
、
大
き
な
田
ん
ぼ

に
見
え
る
の
で
す
。

　

四
枚
田
は
、
ひ
ろ
子
の
家
か
ら
も
近

く
に
見
え
る
の
で
す
。
昔
は
大
き
な
野

井
戸
が
あ
っ
て
、
そ
の
井
戸
か
ら
水
を

く
み
あ
げ
て
、
い
ね
を
作
っ
て
い
た
の

で
す
が
今
は
、
木
の
ふ
た
を
し
て
、
わ

ら
が
つ
ん
で
あ
り
ま
す
。

　
（
声
は
四
枚
田
だ
‥
‥
）
ひ
ろ
子
は
四

枚
田
へ
向
か
っ
て
走
り
ま
し
た
。
あ
ぜ

道
は
ど
ろ
ん
こ
と
、
か
れ
草
に
足
を
と

ら
れ
て
な
か
な
か
進
め
ま
せ
ん
。

　

は
あ
は
あ
、
い
き
を
つ
い
て
、
や
っ

と
井
戸
に
つ
き
ま
し
た
。

　

や
っ
ぱ
り
、
泣
き
声
は
井
戸
の
中
か

ら
で
し
た
。
細
い
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

井
戸
の
ふ
た
に
、
し
て
あ
っ
た
板
が
く

さ
っ
て
い
て
、中
が
す
こ
し
見
え
ま
し
た
。

　

ひ
ろ
子
は
、
カ
バ
ン
を
田
ん
ぼ
に
、

ほ
う
り
な
げ
る
と
、
急
い
で
ふ
た
の
上

の
、
か
れ
草
や
、
く
さ
っ
た
わ
ら
を
は

ら
い
の
け
ま
し
た
。

「
四
枚
田
の
井
戸
に
は
、
ぜ
っ
た
い
に

近
づ
い
ち
ゃ
い
か
ん
」
と
子
供
た
ち
は

親
か
ら
言
わ
れ
、
村
人
た
ち
も
近
づ
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

四
枚
田
の
井
戸
に
は
、
こ
わ
い
伝
説

が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
ひ
ろ
子
は
、

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
れ
は
、
ひ
ろ
子
の
生
ま
れ
る
、
ず
っ

と
前
の
こ
と
で
す
。
四
枚
田
の
井
戸
に

落
ち
て
死
ん
だ
人
が
い
ま
し
た
。
村
人

が
引
上
げ
た
と
き
、
ま
だ
若
い
人
だ
っ

た
の
に
、
頭
に
は
毛
が
一
本
も
な
か
っ

た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
で
し
た
。
夜
に
な
る
と「
毛

が
ほ
し
い
、
毛
が
ほ
し
い
‥
‥
」
と
、

死
ん
だ
人
の
声
が
呼
ぶ
と
、
村
人
は
お

そ
れ
て
、
だ
れ
も
近
づ
か
な
く
な
り
、

そ
ん
な
伝
説
が
う
ま
れ
た
の
で
し
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
で

も
、
井
戸
の
土
を
そ
っ
と
頭
に
つ
け
る

と
、
は
げ
頭
に
毛
が
は
え
る
と
、
言
わ

れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
事
を
す
る
人
は
一

人
も
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
ろ
子
は
、
た
か
し
く
ん
の
こ
と
で
、

こ
わ
い
話
も
わ
す
れ
て
い
ま
し
た
。
井

戸
の
上
の
枯
れ
草
や
、
わ
ら
を
引
き
づ

り
落
と
し
ま
し
た
。

　

く
さ
っ
て
、
ず
れ
た
板
の
す
き
ま
か

ら
、
う
す
ぐ
ら
い
中
が
、
少
し
見
え
、

泣
き
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

「
だ
れ
！
、
た
か
し
く
ー
ん
？
」

（
ま
ち
が
い
な
い
、
た
か
し
く
ん
だ
）

ひ
ろ
子
は
、
声
で
わ
か
り
ま
し
た
。

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、
ま
っ
て
て
ー
大
人

の
人
を
呼
ん
で
く
る
か
ら
あ
」

　

ひ
ろ
子
は
、
こ
ろ
が
る
よ
う
に
、
あ

ぜ
道
を
走
り
、
大
人
の
人
た
ち
に
知
ら

せ
ま
し
た
。
ひ
ろ
子
の
知
ら
せ
で
、
村

人
た
ち
が
、
か
け
つ
け
ま
し
た
。

　

た
か
し
く
ん
が
、
い
な
く
な
っ
た
と

き
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
四
枚
田
は
、
と
思
っ

た
人
も
い
た
が
、
大
人
も
子
供
も
行
く

と
は
思
わ
ず
、た
し
か
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
人
の
人
は
、
我
先
に
と
井
戸
へ

入
っ
て
、
た
か
し
く
ん
を
助
け
ま
し
た
。

　

た
か
し
く
ん
は
、
無
事
助
か
り
ま
し

た
。
助
け
ら
れ
た
、
た
か
し
く
ん
の
う

で
に
は
、
し
っ
か
り
と
市
松
人
形
が
か

か
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

村
も
静
か
な
村
に
も
ど
り
ま
し
た
。

ひ
ろ
子
も
ま
た
、
い
つ
も
の
道
を
通
っ

て
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。
た
か
し
く
ん

は
、
市
松
人
形
を
持
っ
て
あ
そ
ん
で
い

ま
す
。
あ
る
日
、
た
か
し
く
ん
が
「
井

戸
の
中
に
は
毛
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、

あ
っ
た
か
か
っ
た
よ
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ひ
ろ
子
は
毛
の
話
は
、
も
う
い
や
だ

と
思
っ
て
い
る
時
、
た
か
し
く
ん
が
、

人
形
の
毛
が
の
び
た
の
で
切
っ
て
く
れ

と
持
っ
て
き
ま
し
た
。
前
が
み
が
本
当

に
の
び
て
い
ま
し
た
。
た
か
し
く
ん
の

市
松
人
形
は
お
嫁
に
行
っ
た
、
お
姉
さ

ん
に
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

　

た
か
し
く
ん
の
事
件
の
あ
と
、
ひ
ろ

子
は
勇
気
あ
る
子
と
村
人
か
ら
、
ほ
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

井
戸
は
、
し
っ
か
り
と
土
を
入
れ
て

う
め
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
上
に
一
本

の
柱
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

何
が
書
い
て
あ
る
か
、
ひ
ろ
子
に
は

読
め
ま
せ
ん
。

し
ろ
や
ま
会
員　

中
川　

か
な
め

人
形
に
助
け
ら
れ
た
命

人
形
に
助
け
ら
れ
た
命 

人
形
に
助
け
ら
れ
た
命

人
形
に
助
け
ら
れ
た
命 

人
形
に
助
け
ら
れ
た
命

人
形
に
助
け
ら
れ
た
命 
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　水の汚れは、かつては産業排水などが主な原因となっ
ていましたが、規制が強化され排水処理対策が進んだ今
日では、生活排水が汚れの大きな原因となっています。
　阿久比町内の河川でも毎年夏に小学生と地域環境保全
委員の皆さんで、身近な水辺への触れ合いを深め、河川
の水質浄化に対する意識を高めるための水生生物調査を
実施しています。
　平成１９年度の調査結果では、一部の河川で平成１８年度
の調査時と比較して水生生物の減少が見られました。美
しい川や海をいつまでも大切に守っていくためにも、家
庭でできる生活排水対策に協力してください。

家庭でできる生活排水対策
○　流しの排水口には、目の細かいストレーナーや水切りネットを備え付けましょう。
○　食器についた汚れは、ふき取ってから洗いましょう。
○　みそ汁などは作りすぎないようにしましょう。
○　油はできる限り使い切りましょう。やむを得ず残った場合は、吸着剤を使ったり、牛乳パックに新聞紙
を入れて吸着させたりして、燃えるごみとして出してください。
○　洗剤やシャンプーなどは適量を使いましょう。たくさん使っても洗浄力は変わりません。
浄化槽の管理
　浄化槽は保守点検や清掃を適正に行い、法律で定められた水質検査を受けましょう。保守点検は３カ月～
４カ月に一回、清掃は年に一回以上、水質検査（法定検査）は年一回の実施が定められています。

□ 問い合わせ先　環境衛生課環境係　�（４８）１１１１（内３１７）

公民館講座で水生生物調査を行う小学生

�������	
���

求めます！ あなたが気付いたその “まさか！？” 

～必ず身近に潜んでいます。　　　　　　 
　　　　　　　　オウム捜査にご協力を～ 

求めます！ あなたが気付いたその “まさか！？” 

～必ず身近に潜んでいます。　　　　　　 
　　　　　　　　オウム捜査にご協力を～ 

　オウム真理教は平成７年３月２０日の地下鉄サリン
事件など無差別テロを行った団体です。オウム真理
教関連事件で手配している平田信、高橋克也、菊地
直子の３人はいまだ逃走を続けています。
　３人は皆さんの身近に潜んでいるかもしれません。
どんな小さな情報でも構いませんので警察まで通報
をお願いします。
フリーダイヤル　�０１２０（００６０）０２４（オウム２４時）
愛知県警　�０５２（９５１）１６１１
ホームページ
　http://www.npa.go.jp/（警察庁）
　http://www.pref.aichi.jp/police/（愛知県警）
□問い合わせ先　半田警察署　�（２１）０１１０

　東部知多クリーンセンター（大府市・豊明市・東
浦町・阿久比町）のごみ処理施設使用料を平成２０年
４月 1日から下記のとおり改定します。

改定前

　使用料　１０キログラム　１０５円
　　　　　　　　�
改定後

□問い合わせ先

　東部知多クリーンセンター　�０５６２（４６）８８５５

������

���������	
��

対　　象金　　額単　　位種　　類

日常生活に伴って
生じた一般廃棄物

１００円１０キログラムまで

家庭系廃棄物 １０キログラム
ごとに１００円

１０キログラムを超
える場合

事業活動に伴って
生じた一般廃棄物

１５０円１０キログラムまで

事業系廃棄物 １０キログラム
ごとに１５０円

１０キログラムを超
える場合
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

認
知
症
の
介
護
を
す
る
方
た
ち
の
交
流

会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
方
と
の
接
し
方
、
介
護
の
仕

方
な
ど
悩
ん
で
い
る
方
、
認
知
症
介
護
を

す
る
方
同
士
で
話
が
で
き
ま
す
。　　
　

　

介
護
の
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
交
流
会
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

□
日　

時　

三
月
二
十
六
日（
水
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半
（
毎
月
第

四
水
曜
日
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

□
内　

容　

交
流
会
、
勉
強
会
な
ど

□
講　

師　

認
知
症
の
方
と
家
族
の
会
愛

知
県
支
部

□
場　

所　

保
健
セ
ン
タ
ー
二
階
機
能
訓

練
室

□
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１

９
）

�□
日　

時　

三
月
二
十
三
日（
日
）

　

午
前
十
時
〜
午
前
十
一
時
半

□
場　

所　

半
田
消
防
署

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�

□
対　

象　

半
田
市
、
阿
久
比
町
、
武
豊

町
、
東
浦
町
に
在
住
在
勤
在
学
の
中
学

生
以
上
の
方

□
定　

員　

二
十
人

□
内　

容

・　

消
火
器
の
取
り
扱
い
方
法

・　

身
近
な
物
を
使
っ
た
救
助
方
法

・　

身
近
な
物
を
使
っ
た
応
急
手
当

・　

搬
送
方
法

□
受
講
料　

無
料

□
申
込
期
間　

三
月
二
日（
日
）〜
三
月
二

十
二
日（
土
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
消

防
署
救
急
救
助
課　

�（
２
１
）１
４
９

２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
２
）
７
４
２
０　

　

電
子
メ
ー
ル

handa119@
cac

‐ net.ne.jp

�
　

半
田
消
防
署
で
は
、
普
通
救
命
講
習
と

上
級
救
命
講
習
を
開
講
し
ま
す
。

普
通
救
命
講
習

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
を
行
い
ま
す
。

※　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
け
い
れ
ん
し
た
心
臓

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
も
の
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員　

三
月
八
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
東
浦
支
署
（
定
員
二
十
人
、

先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

東
浦
支
署　

�
０
５
６
２（
８
３
）０
１

１
９

�

�

�

�

�

�

�

上
級
救
命
講
習

　

上
級
救
命
講
習
と
は
従
来
の
救
命
講
習

に
加
え
傷
病
者
管
理
や
副
子
固
定
、
熱
傷

の
手
当
て
、
搬
送
法
を
学
ぶ
講
習
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員　

三
月
十
五
日

（
土
）　

午
前
九
時
〜
午
後
六
時
（
途
中

一
時
間
休
憩
）

　

半
田
消
防
署
（
定
員
三
十
人
、
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

Ｈ
Ｐ

　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�
　

訓
練
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
対
象　

三
十
歳
未
満
の
方
。

※　

事
業
所
に
職
業
訓
練
指
導
員
が
在
籍

し
、
訓
練
科
に
該
当
す
る
職
種
に
従
事

し
て
い
る
こ
と
。
事
業
主
が
会
員
に
な

る
必
要
あ
り
。

□
職
種
・
訓
練
期
間　

木
造
建
築
科
／
三

年　

造
園
科
／
三
年　

建
築
板
金
科
／

二
年　

左
官
・
タ
イ
ル
施
工
科
／
二
年

□
訓
練
時
間　

原
則
毎
月
三
回
〜
四
回

　

土
曜
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

□
訓
練
経
費

　

事
業
主
負
担
金　

月
額
五
千
円

　

入
校
金　

一
人
二
万
円

　

事
業
主
会
費　

一
万
円

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

三
月
三
十
一
日（
月
）ま
で
に
事
業
主
経

由
で
願
書
を
愛
知
建
連
技
能
専
門
校
�

０
５
６
６（
４
１
）４
５
２
３
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

�

	

　

三
月
十
四
日
か
ら
十
九
日
ま
で
ナ
ゴ
ヤ

ド
ー
ム
で
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
二
〇
〇
八
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
は
、
全
国
一
の
生
産

額
を
誇
る
愛
知
県
の
花
が
美
を
競
う
「
あ

い
ち
花
フ
ェ
ス
タ
」
と
、
国
内
で
最
も
歴

史
が
あ
る
「
名
古
屋
国
際
蘭
展
」
が
一
つ

に
な
っ
た
日
本
最
大
級
の
フ
ラ
ワ
ー
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

九
回
目
と
な
る
今
回
も
、
知
多
地
域
の

花
き
生
産
者
で
構
成
す
る
知
多
花
き
組
合

連
合
会
が
、「
知
多
〜
花
の
舞
い
と
よ
ろ
こ

び
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

□
開
催
日
時　

三
月
十
四
日（
金
）〜
十
九

日（
水
）　

午
前
九
時
半
〜
午
後
五
時

※　

十
五
日（
土
）は
午
後
八
時

□
入 
場 
料　

　

大
人
千
八
百
円
（
前
売
り
千
五
百
円
）

　

中
高
生
千
二
百
円
（
前
売
り
千
円
）

　

小
学
生
以
下
無
料

□
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
課　

�（
４
８
）

１
１
１
１
（
内
２
２
７
）

２月８日出展のPRに町長室を訪れた知多花き組合連合会の代表

�
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Information

�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
参
加
で
き
る
創
作
活
動

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ア
ト
リ
エ
Ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ

ｔ
ｅ
（
あ
ん
だ
ん
て
）
と
の
共
同
企
画
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

今
回
は
「
オ
ー
ブ
ン
粘
土
遊
び
」
で
す
。

オ
ー
ブ
ン
で
焼
け
る
粘
土
を
使
っ
て
ア
ク

セ
サ
リ
ー
や
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
っ
て
遊
び
ま

す
。
絵
を
描
き
た
い
人
も
募
集
し
ま
す
。

□
日　

時　

三
月
十
五
日（
土
）

　

午
前
十
時
〜
正
午

□
場　

所　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
元
浜
事
業
所
（
東
海
市
元
浜
町
十

番
地
）

□
対
象
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る

児
童

□
参
加
費　

四
百
円

□
定　

員　

十
人
（
先
着
順
）

□
応
募
期
間　

三
月
四
日（
火
）〜
三
月
十

三
日（
木
）

□
連
絡
先　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
緒
川
事
業
所　

　

�
０
５
６
２（
３
１
）７
１
７
８

　

電
子
メ
ー
ル

shien＠
vanilla.ocn.ne.jp

�知
多
乾
海
苔
問
屋
協
同
組
合　

様

　

町
内
の
保
育
園
児
全
員
へ
「
焼
の
り
」

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
　

災
害
義
援
金
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
役
場
は
じ
め
町
内
八
カ
所
で

集
ま
り
ま
し
た
義
援
金
（
一
月
三
十
一
日

分
ま
で
）
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

３
月
定
例
議
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
二
十
年
阿
久
比
町
議
会
第
一

回
定
例
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

□
日　

時

　

三
月
七
日（
金
）午
前
十
時
か
ら

□
問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局

　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
４
１
）

募集期間累計金額義援金の名称

H１９.３.２７～
　H２０.３.３１

１７４,１８０円
平成１９年
能登半島地震義援金

H１９.７.１７～
　H２０.７.１６

　６７,１６７円
平成１９年
新潟県中越沖地震義援金

�

�

�

�
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　阿久比町では平成２０年度から平成２７年度を計画期間とする
耐震改修促進計画の策定を進めています。
　計画は東海地震などの大規模地震に備え、建築物の耐震化を
進めるための方針や施策についての計画を作成するものです。
　この計画（案）について皆さんから意見を募集します。

○案件名
　阿久比町耐震改修促進計画（案）
○公表方法
　町ホームページ
  (http://www.town.agui.lg.jp/ka/kensetsu/public/taishinkaishu.pdf)
に掲載および建設課窓口で閲覧できます。
○意見の募集期間
　３月１日（土）～３月１５日（土）
○意見の提出方法
　案件名、住所、氏名、意見を記入して、電子メール、ファッ
クス、郵送（必着）、または直接建設課の窓口へ提出してく
ださい。（様式は問いません）

○意見の取り扱い
　計画作成の参考にさせていただきます。意見の概要と意見に
対する町の考え方をまとめて公表します。個別には回答しま
せんのでご了承ください。公表の際には、住所、氏名などの
個人情報は開示しません。
○提出先・問い合わせ先
　阿久比町役場建設部建設課
　〒 470-2292　知多郡阿久比町大字卯坂字殿越 50
　�（４８）１１１１（内２８８）
　電子メール　toshikei@town.agui.lg.jp
　ファックス　（４９）００５７
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広報あぐい　２００８年３月１日号

広
報　

あ 
ぐ 
い

953

阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，２９７　　（△２）

人　口　２５，０２３人（△３）

　男　　１２，３８７人（△６）

　女　　１２，６３６人（　３）

（　　）は前月との増減数

１月中の異動

　出生　１５　転入　６７　

　死亡　２６　転出　５９

平成２０年２月１日現在

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ 広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。

ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

固定資産価格等の縦覧
　固定資産税の納税者（土地・家屋の所有者）が、町内の他の土地・家屋との価格（評価額）の比較が
できるように平成２０年度の土地・家屋の価格などが登録されている「土地価格等縦覧帳簿」と「家屋価
格等縦覧帳簿」を次のとおり縦覧します。
□縦覧場所　役場税務課
□縦覧期間　４月１日～３０日　午前８時３０分～午後５時１５分（土曜・日曜日、祝日は除く）
□縦覧の対象
・　土地価格等縦覧帳簿
　　土地の所在、地番、地目、地積、価格が記載されています。
・　家屋価格等縦覧帳簿
　　家屋の所在、家屋番号、種類、構造、床面積、建築年、価格が記載されています。
※　土地の所有者は「土地価格等縦覧帳簿」を、家屋の所有者は「家屋価格等縦覧帳簿」を見ることが
できます。

□手数料　無　料
□写しの交付　不　可
□縦覧に必要なもの
・　印鑑または納税者本人であることが確認できるもの（納税通知書または課税明細書など）
・　納税者以外の方は、委任状および代理人本人であることが確認できるもの（官公署発行の書類など）
固定資産課税台帳の閲覧
　固定資産課税台帳の納税者本人に関する部分は、いつでも閲覧できます。借地人・借家人などの方も
閲覧ができます。
□閲覧場所　役場税務課
□閲覧期間　通常の役場の業務時間内
□手数料　２００円　※　縦覧期間（４月１日～３０日）の間は無料
□写しの交付　可（手数料１枚１０円）
□閲覧に必要なもの
・　印鑑または本人であることが確認できるもの
・　借地人などについては、その権利を示す書類（賃貸契約書など）
・　本人以外の場合は、委任状および代理人本人であることが確認できるもの
審査の申出
　自己の所有する固定資産の価格に不服がある場合は、固定資産評価審査委員会に審査を申し出ること
ができます。審査申出期間は、４月１日から納税通知書の交付を受けた日後６０日までです。ただし、平
成２０年度に新しく登録された価格に限ります。
□問い合わせ先　税務課固定資産税係　�（４８）１１１１（内２１８）


